
   岡山市水道局建設コンサルタント業務等一般競争入札実施規程 

平成２０年４月３０日 

市水道局管理規程第１５号 

（趣旨） 

第１条 この規程は，岡山市水道局契約規程（平成２年市水道局管理規程第１３号。

以下「契約規程」という。），岡山市水道局物品等又は特定役務の調達手続の特例

を定める規程（平成２１年市水道局管理規程第１８号。以下「特例規程」という。），

岡山市水道事業等の競争入札参加資格及び審査等に関する規程（昭和６２年３月１

日市水道局管理規程第２号。以下「審査等に関する規程」という。）及び岡山市水

道局委託業務の執行の適正化に関する要綱（平成１６年市水道局訓令第４号）に定

めるものを除くほか，岡山市水道局（以下「局」という。）が発注する測量業務，

建築関係建設コンサルタント業務，土木関係建設コンサルタント業務，地質調査業

務及び補償関係コンサルタント業務（以下「建設コンサルタント業務等」という。）

の契約について，一般競争入札を実施するに当たり，必要な事項を定めるものとす

る。 

（用語の定義） 

第２条 この規程において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定めるとこ

ろによる。 

(1) 許容価格 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３４条第３項に規定す

る予定価格のことをいい，消費税及び地方消費税相当額を含んだものをいう。 

(2) 市内業者 岡山市内に本社，本店等主たる事務所を有する者をいう。 

(3) 準市内業者 前号に掲げるものを除き，岡山市との取引に係る権限が委任され

ている支店又は営業所等を岡山市内に有する者をいう。 

(4) 市外業者 前２号に掲げるものを除く者をいう。 

（対象業務） 

第３条 一般競争入札を実施する建設コンサルタント業務等（以下「対象業務」とい

う。）は，許容価格が１００万円を超えるのものとする。ただし，地方自治法施行

令（昭和２２年政令第１６号。以下「令」という。)第１６７条及び地方公営企業法



施行令（昭和２７年政令第４０３号）第２１条の１３の規定に該当する場合並びに

水道事業管理者（以下「管理者」という。）が特に必要があると認めた場合は，こ

の限りでない。 

（参加資格） 

第４条 一般競争入札に参加しようとする者（以下「入札参加者」という。）は，次

に掲げる参加資格要件を充足しなければならない。 

(1) 令第１６７条の４及び規程第２条第１項の規定に該当しないこと。 

(2) 審査等に関する規程に基づき一般競争入札参加資格が決定され，対象業務（対

象業務が複数の業種，部門にわたる場合は主たる業務に応じた業種，部門とする。

ただし，家屋調査は事業損失部門又は物件部門とする。以下同じ。）について，

契約規程第４条の規定に基づく有資格者名簿に登載されていること。 

(3) 地域要件は次のとおりとする。ただし，当該入札が特例規程の適用を受けるも

のである場合は，この限りでない。 

ア 市内業者を対象とする。ただし，準市内業者のうち，次に掲げる事項をすべ

て満たすものについては，市内業者に準じて取り扱うことができるものとする。 

(ｱ) 直近の法人市民税の確定申告における岡山市分の従業者数が１０人以上で

あること。 

(ｲ) 岡山市の市民税を課税され，特別徴収を行っている従業者数が１０人以上

であること。 

(ｳ) 岡山市との取引に係る権限が委任されている者が配置されている支店又は

営業所等において，営業業務の実態があること。 

イ アでは当該入札に参加可能な者の数（以下「入札参加可能者数」という。）

が５者に満たない場合又は競争性が十分に確保できない場合等特に必要がある

と認めたときは，市内業者及び準市内業者を対象とする。 

ウ 上記ア又はイでは入札参加可能者数が５者に満たない場合又は競争性が十分

に確保できない場合等の特に必要があると認めたときは，市内業者，準市内業

者及び市外業者を対象とする。 

(4) 対象業務について，次の区分に応じた要件を満たす者であること。ただし，技



術上の必要がある場合その他契約の履行に当たり必要があると認めるときは，こ

の限りでない。 

ア 設計金額２００万円以上の土木関係建設コンサルタント業務は，建設コンサ

ルタント登録規程（昭和５２年建設省告示７１７号）に基づく登録を受けてい

る者とする。 

イ 設計金額２００万円未満の土木関係建設コンサルタント業務は，アに掲げる

者を除く市内業者とする。 

ウ 地質調査業務は，地質調査業者登録規程（昭和５２年建設省告示第７１８号）

に基づく登録を受けている者とする。 

エ 補償コンサルタント業務は，補償コンサルタント登録規程（昭和５９年建設

省告示第１３４１号）に基づく登録を受けている者とする。 

オ 測量業務は，測量法（昭和２４年法律第１８８号）に基づく測量業者登録を

受けている者とする。 

カ 建築関係建設コンサルタント業務のうち建築一般は，建築士法（昭和２５年

法律第２０２号）に基づく建築士事務所登録を受けている者とする。 

(5) 岡山市水道局指名停止基準に基づく指名停止又は指名留保期間中でないこと。 

(6) 対象業務が，岡山市水道局建設コンサルタント業務等低入札価格調査実施要綱

（平成２０年市水道局訓令第１９号。以下「低入札価格調査実施要綱」という。）

第２条第４号の低入札価格調査の対象となる場合は，低入札価格調査実施要綱第

１５条の規定による入札参加制限に該当する者でないこと。 

２ 管理者は，前項に定めるもののほか，必要があると認めるときは，次に掲げる事項

について，一般競争入札に参加する者に必要な資格要件を定めることができるもの

とする。 

(1) 同種業務又は類似業務の実績 

(2) 配置予定技術者の資格，業務の経験等 

(3) その他契約の履行に当たって必要があると認める事項 

３ 管理者は，前項各号に掲げる資格要件のいずれにも定めがなく，かつ，当該入札

に参加可能な市内業者数が１０者以上ある場合は，第１項第３号アただし書の定め



にかかわらず，市内業者を対象として地域要件を定めるものとする。 

（入札の方法） 

第５条 一般競争入札は，次の各号に掲げる区分に従い，当該各号に掲げる方法によ

り行うものとする。ただし，管理者が特に必要があると認めた場合は，この限りで

ない。 

(1) 特例規程の適用を受けるもの 岡山市水道局建設コンサルタント業務等郵便入

札実施要綱（平成２１年市水道局訓令第２３号。以下「郵便入札実施要綱」とい

う。）の規定に基づく郵便入札 

(2) 前号以外のもの 岡山市水道局建設コンサルタント業務等電子入札実施要綱

（平成２１年市水道局訓令第４３号。以下「電子入札実施要綱」という。）の規

定に基づく電子入札 

（入札の公告） 

第６条 一般競争入札により契約を締結しようとするときは，契約規程第５条に定め

る公告（以下「公告」という。）をインターネット上の局のホームページに掲載し

て閲覧に供するものとする。 

（参加資格確認申請書等の作成） 

第７条 入札参加者は，あらかじめ一般競争入札参加資格確認申請書（以下「申請書」

という。）及び参加資格の確認のために必要な書類（以下「添付書類」という。）

を作成しておかなければならない。 

２ 前項に規定する申請書及び添付資料（以下「申請書等」という。）の書式は，イン

ターネット上の局のホームページからダウンロードするものとする。 

３ 管理者は，必要があると認めるときは，申請書等の作成について説明会を実施する

ことができるものとする。 

（設計図書の閲覧等） 

第８条 対象業務の仕様書，内訳書，図面及び現場説明書（以下「設計図書」という。）

は，公告した日から開札日の前日まで閲覧に供するものとする。 

２ 入札参加者は，設計図書に関して質問があるときは，公告において指定する期間内

に管財課に対してファクシミリにより質問をすることができる。 



３ 前項の質問があったときは，管理者は，公告において指定する日から開札日の前日

まで質問内容及び当該質問に対する回答をインターネット上の局のホームページに

掲載して閲覧に供するものとする。 

（設計図書の取得） 

第９条 入札参加者は，前条第１項に規定する設計図書を，公告した日から入札書提

出締切日時までの間に，インターネット上の局のホームページからダウンロードす

ることにより取得するものとする。 

（入札・開札・落札者決定手続等） 

第１０条 一般競争入札に係る入札書の提出方法，開札手続，入札参加資格の確認方法，

落札者の決定手続等については，郵便入札実施要綱又は電子入札実施要綱に定めるとこ

ろによる。 

（契約情報の公表） 

第１１条 一般競争入札に係る契約情報については，岡山市水道局契約情報公表要領

（平成１９年市水道局訓令第２５号）第７条第２項の規定により，インターネット

上の局のホームページに掲載して閲覧に供するものとする。 

（入札の延期，中止，取消し） 

第１２条 管理者は，一般競争入札において，事故が発生したとき，不正な行為があ

ったと認めるときその他必要があると認めるときは，入札の延期若しくは中止又は

入札の取消しをすることができる。 

２ 開札前に入札参加者（無効札となった者を除く。）がない場合は，入札を中止し，

開札後に有効な入札書を提出した者がない場合は，入札を不調とするものとする。 

（その他） 

第１３条 この規程に定めるもののほか，一般競争入札の実施に関し必要な事項は，

管理者が別に定める。 

附 則 

この規程は，平成２０年５月１日から施行し，同日以後に公告する建設コンサルタ

ント業務等について適用する。ただし，第３条第１項第３号ア（ウ）の規定は，平成

２０年７月１日から施行する。 



附 則（平成２０年市水道局管理規程第２１号） 

 この規程は，平成２０年７月１日から施行し，改正後の岡山市水道局建設コンサル

タント業務等一般競争入札実施規程の規定は，同日以後に公告する建設コンサルタン

ト業務等について適用する。 

附 則（平成２１年市水道局管理規程第１７号） 

 この規程は，平成２１年４月１日から施行し，改正後の岡山市水道局建設コンサル

タント業務等一般競争入札実施規程の規定は，同日以後に公告する建設コンサルタン

ト業務等について適用する。 

附 則（平成２１年市水道局管理規程第２１号） 

 この規程は，平成２１年５月１日から施行し，改正後の岡山市水道局建設コンサル

タント業務等一般競争入札実施規程の規定は，同日以後に公告する建設コンサルタン

ト業務等について適用する。 

附 則（平成２１年市水道局管理規程第２７号） 

 この規程は，平成２１年７月１日から施行し，改正後の岡山市水道局建設コンサル

タント業務等一般競争入札実施規程の規定は，同日以後に公告する建設コンサルタン

ト業務等について適用する。 

附 則（平成２２年市水道局管理規程第１３号） 

 この規程は，平成２２年４月１日から施行し，改正後の岡山市水道局建設コンサル

タント業務等一般競争入札実施規程の規定は，同日以後に公告する建設コンサルタン

ト業務等について適用する。 

   附 則（平成２６年市水道局管理規程第７号） 

この規程は，平成２６年４月１日から施行し，改正後の岡山市水道局建設コンサル

タント業務等一般競争入札実施規程の規定は，同日以後に公告する建設コンサルタン

ト業務等について適用する。 

   附 則（平成２８年市水道局管理規程第７号） 

この規程は，平成２８年４月１日から施行し，改正後の岡山市水道局建設コンサル

タント業務等一般競争入札実施規程の規定は，同日以後に公告する建設コンサルタン

ト業務等について適用する。 



附 則（令和６年市水道局管理規程第２０号） 

この規程は，令和６年４月１日から施行する。 


